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本講演では、現在そして将来の人工知能（AI）エレクトロニクス研究の基盤となる数理脳科学

について、概説する。 

人工知能は「脳の知能」の工学的実現を目指すものであるが、脳の情報処理のからくり自体が

ほとんど未解明であるため、人工知能研究は脳研究と一体となって研究を進めることが重要であ

るように思われる。東京大学に設立されたニューロインテリジェンス国際研究機構（WPI-IRCN）

は、この方向をターゲットにしたものである。 

現在の AI 技術を支えているディープラーニングは、人工ニューラルネットワークの一種である。

本講演では、歴史的経緯も踏まえて、より広い視点からニューロンやニューラルネットワークの

非線形ダイナミクスに関する数理モデリングの研究を説明するとともに、それらに基づくニュー

ロモルフィックハードウェアやニューロインスパイアードハードウェアの開発例を紹介する 

(1-3)。これらの動的なニューロコンピューティング技術は、新しいアナログ計算の可能性を示唆

するものである (4)。また、将来の AI エレクトロニクス開発に向けて、選択的注意機構などの脳

の高次機能 (5) やディープラーニングとは発想の異なる動的情報処理手法 (6) などの数理的研

究例も紹介する。 
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